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そこで、本研究は心理学的な観点、から ARMS について検討していくことを試みた。 ARMS の心
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理・認知的要因として、認知的洞察(cognitive insight) 、自尊感情 (self esteem) 、および自己・




研究の第 1 段階では、心理・認知的要因の指標としてベック認知的洞察尺度(Beck Cognitive 
Insight Scale、 BCIS) 、ローゼンパーグ自尊感情尺度 (Rosenberg Self Esteem Scale、 RSES) 、
および簡易中核スキーマ尺度(Brieí Core Schema Scale、 BCSS) を取り上げ、日本における
有用性について検討した。BCIS については、 183 名の健常大学生および 30 名の統合失調症患者を
対象に実施した。 RSES および BCSS については、それぞれ 329 名、 266 名の健常大学生を対象に
実施した。分析の結果、これらの 3 つの尺度は信頼性・妥当性を備えており、日本においても適
用可能な尺度であることが示された。
研究の第 2 段階として、 BCIS、 RSES、 BCSS を ARMS の患者 47 名に実施し、精神病の発症
危険段階における心理・認知的要因の特徴を明らかにすることを試みた。まず、認知的洞察、自
尊感情、自己・他者スキーマそれぞれについて、健常者、 ARMS、そして初回エピソード精神病













認知的洞察、自尊感情、自己・他者スキーマの 3 変数を測定する上で、 BCIS、 RSES、 BCSS が
信頼性・妥当性を有していることを確認した。これらの尺度は、患者の心理・認知的要因の理解
を助けるものであり、加えて、認知行動療法をはじめとした治療的介入の効果指標として幅広く






















本研究の第 1 段階では、心理・認知的要因の指標としてベック認知的洞察尺度 CBeck Cognitive 
Insight Scale、 BCIS) 、ローゼンパーグ自尊感情尺度 (Rosenberg Self Esteem Scale、 RSES)
および簡易中核スキーマ尺度 CBrief Core Schema Scale、 BCSS) について日本における有用
性を検討し、その結果、各尺度の信頼性・妥当性が確認された。









このように、本研究は、心理・認知的要因を評価するための BCIS、 RSES、 BCSS の各尺度の
意義を確立し、ついで、これらの尺度を用いて ARMS の心理・認知的な特徴およびその精神症状
との関連を明らかにした。本研究の限界として、つぎの点が指摘される。横断研究であり、 ARMS
の精神病発症メカニズムの解明には至っておらず、縦断研究が求められる。対象者が主に思春期・
青年期の若年者であるため、発達心理学的な検討が望まれる。
いずれの指摘も、精神病発症メカニズ、ムの解明のような大きなテーマ研究における、先駆的な
研究としては今後の課題ということができ、これからの研究を進めるにあたって評価尺度の有用
性が確立でき、 ARMS の心理・認知的要因を明らかにできたことは、斯界に大きく貢献できたも
のと言忍めることができる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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